









































































































































































































授業数 授業 0 授業 1～ 3 授業 4以上 合計
経験あり 20 27 12 59
教育実習 経験なし 220 15 8 243
合計 240 42 20 302






















 3 .障害のある子どもの行動や事態への対処が分からず不安になると思う。 .77 -.05 .62
 1 .専門知識がないので，常に不安になると思う。 .71 -.08 .58
10.障害のある子どもに問題が起きた時に，責任について不安になると思う。 .65 -.06 .42
12.障害のある子どもの保護者からの要望を抱え込んでしまうと思う。 .60 .02 .37
14.障害のある子どもを教育することは，ほかの児童よりも余分に注意と労力がいるので負担が
大きいと思う。 .56 .04 .34
 5 .障害のある子どもに手をとられ，ほかの児童の指導が十分にできないと思う。 .53 .14 .36
 7 .障害のある子どもの記録や連絡に時間が取られ仕事を残すことが多くなると思う。 .42 .06 .29
因子Ⅱ　「やりがいのなさ」α =.75
11.障害のある子どもを通常学級で担任することや，授業で担当することで，困難を乗り越え成
長する子どもに感動しやりがいを感じると思う。 .08 .62 .34 
 9 .障害のある子どもに対する理解関心が深まると思う。 -.05 .61 .30
 8 .障害のある子どもに対する接し方を学ぶことができると思う。 -.12 .57 .33 
 2 .障害のある子どもを通常学級で担任することや，授業で担当することで，指導する教師の，
教師集団が育つと思う。 .10 .53 .27 
 4 .障害のある子どもを通常学級で担任することや，授業で担当することで，きめ細やかな観察
眼が育ち，指導技術が向上すると思う。 .11 .52 .27
13.障害のある子どもを通常学級で担任することや，授業で担当することで，子どもの保護者か
ら感謝され，やりがいを感じると思う。 -.04 .45 .24
 6 .障害のある子どもを通常学級で担任することや，授業で担当することで，特別支援教育につ












































































因子 授業数 教育実習 交互作用 教育実習の主効果 授業数の主効果
終えた 終えていない F 値 F 値 F 値
授業 0 26.15 （4.31） 27.21 （4.76）（N＝ 20） （N＝ 220）
不安感・負担感 授業 1～ 3 28.04 （3.97） 25.73 （3.51） 1.62 0.40 3.78*（N ＝ 27） （N ＝ 15）
授業 4以上 23.83 （6.32） 23.25 （6.61）（N ＝ 12） （N ＝ 8）
授業 0 12.55 （4.05） 14.22 （3.77）（N ＝ 20） （N ＝ 220）
やりがいのなさ 授業 1～ 3 12.89 （3.68） 13.13 （2.33） 3.48* 0.42 0.15（N ＝ 27） （N ＝ 15）
授業 4以上 14.75 （4.58） 11.38 （3.34）（N ＝ 12） （N ＝ 8）
上段左：平均値，上段右：標準偏差 *p <.05
Table 4　各下位尺度得点における特別支援教育に関する科目の履修状況の多重比較の結果
授業 0 授業 1～ 3 授業 4以上 F 値 多重比較
（N = 240） （N = 42） （N = 20）
不安感・負担感 27.13  27.21  23.60 3.78* 授業 0＞授業 4以上（4.73） （3.93） （6.27） 授業 1~3＞授業 4以上
やりがいのなさ 14.08 12.98 13.40 1.69（3.82）  （3.23）  （4.37）
上段：平均値，下段：標準偏差 **p <.01 *p <.05
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Examination of Factors that Students Majoring in the Teacher Education Share: Anxiety and 
Perceived Burden of Special Needs Education
Iku Takahashi (Graduate School of Education, Waseda University)
Shigeo Kawamura (Waseda University)
The purpose of this study was to examine relationships among anxiety, perceived burden and lack of worthwhileness of 
special needs education among students taking teacher training courses, as well as the amount of credits they have earned on 
special needs education. The hypothesis was that the students’ learning of the field was related to their credentials and 
awareness. A survey was given to 360 students (302 effective) in the teacher education program at a university in Greater 
Tokyo Area. The participants were categorized into 3 groups: no special needs education credits earned (L), 1-3 credits earned 
(M), and 4 or more credits earned (H). The researcher then investigated relations among the amount of credits, experience of 
student teaching, and scores of Anxiety and Perceived Burden of Special Needs Education Scale. As a result, there were 
relations among all the four elements above and lack of worthwhileness.
Key words: students in the teacher education program, special needs education, inclusive education, teachersʼ anxiety and 
perceived burden
